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が
活
動
に
繋
が
っ
た
結
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
総
じ
て
北
辰

会
活
動
が
停
滞
気
味
と
感
じ
て

い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
？

　

世
の
中
の
動
向
が
激
し
く
変

化
す
る
中
、
北
辰
会
で
は
職
域

支
部
会
員
の
減
少
・
地
域
支
部

会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
北
辰
会
総
会
の
当
番
幹
事

の
参
加
者
・
北
辰
会
年
会
費
・

教
育
振
興
基
金
が
年
々
減
少
し

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

長
年
本
部
役
員
を
務
め
て
き

た
私
と
し
て
は
、
反
省
の
連
続

で
す
。

　

一
方
、
い
く
つ
か
の
職
域
支

部
や
地
域
支
部
、
そ
し
て
ク
ラ

ス
会
・
同
期
会
・
部
活
Ｏ
Ｂ
等

活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
必

ず
強
い
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
あ

り
、
若
い
人
の
参
加
が
多
い
と

い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
同
窓

の
絆
を
大
切
」
に
し
て
「
母
校

を
支
援
す
る
」
た
め
に
は
、
今

後
と
も
北
辰
会
活
動
を
活
発
に

　

平
成
二
十
二
年
度
小
倉
工
業

高
等
学
校
北
辰
会
総
会
は
、
五

月
二
十
三
日
に
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ

ン
パ
レ
ス
小
倉
（
北
九
州
市
小

倉
北
区
馬
借
町
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
昭
和
六
十
二
年
お
よ

び
平
成
十
一
年
の
卒
業
生
が
当

番
幹
事
を
務
め
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
平
成
二
十
一
年
五

月
か
ら
平
成
二
十
二
年
五
月
ま

で
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

を
追
悼
し
て
、
出
席
者
全
員
で

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

次
に
会
長
挨
拶
が
あ
り
、
病

床
の
長
野
正
景
会
長
（
昭
和

　

母
校
創
立
百
十
一
周
年
の
平

成
二
十
二
年
五
月
二
十
三
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
北
辰
会
定
期

総
会
に
於
い
て
、
会
長
と
い
う

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

副
会
長
に
篭
原
前
校
長
先
生

に
就
任
し
て
い
た
だ
い
た
他

は
、
旧
三
役
の
方
々
全
員
に
留

任
し
て
い
た
だ
き
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
て
早
く
も
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
私
自
身
は
定
例
行

事
に
臨
む
の
が
精
一
杯
で
、
北

辰
会
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
・

部
活
動
が
ん
ば
ろ
う
会
等
、
三

役
を
は
じ
め
会
員
皆
様
方
に
支

え
て
い
た
だ
き
今
日
に
至
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
反
省

す
る
ば
か
り
で
す
。

　

も
と
よ
り
北
辰
会
は
、
他
の

学
校
の
同
窓
会
に
比
べ
「
活
発

に
活
動
し
て
い
る
同
窓
会
」
と

評
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
会

員
皆
様
方
の「
母
校
を
想
う
心
」

創立110周年記念事業
　１．グラウンドメインスタンド建設 15,060,016円
　２．北辰館改修工事 15,003,416円
　３．部活動用マイクロバス購入 4,818,630円
　　　　　（２台　初年度諸費用含む）
　４．玄関前築庭 315,000円
　　　　　（別途昭和41年卒有志より250,000円）

　　　　　　合　　計 35,497,062円

会員の皆様方よりご協力いただいた募金の総額は
7,569,630円となりました。
不足分は（財）山田奨学会および科学研究奨学会よ
り補填させていただきました。
皆様方のご協力に深く感謝申し上げます。

教
育
振
興
基
金
へ
の　

教
育
振
興
基
金
へ
の　

お
願
い

お
願
い

　

百
周
年
を
機
に
設
立
さ
れ
た

教
育
振
興
基
金
も
会
員
の
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
、

平
成
十
三
年
よ
り
運
用
が
開
始

さ
れ
、
山
田
奨
学
会
・
科
学
研

究
奨
学
会
・
部
活
動
へ
の
支
援

等
有
効
に
活
用
さ
れ
て
、
現
在

で
は
母
校
に
と
っ
て
重
要
な
存

在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

出
費
多
端
な
折
誠
に
恐
縮
で

す
が
教
育
振
興
基
金
へ
の
ご
支

援
・
ご
協
力
も
重
ね
て
お
願
い

致
し
ま
す
。

ら
に
学
校
の
教
育
目
標
な
ど
に

つ
い
て
も
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
議
案
審
議
に
入
る
前
の

議
長
選
出
で
は
、
長
野
会
長
に

代
わ
っ
て
、
会
長
代
行
の
森
副

会
長
が
総
会
出
席
者
の
賛
同
を

得
て
議
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
坂
田
智
之

事
務
局
長
（
昭
和
三
十
六
年
機

械
科
卒
）
よ
り
、
平
成
二
十
一

年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報

告
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計

画
案
お
よ
び
予
算
案
の
提
案
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
國
廣
竹
史
監
査
（
昭

和
三
十
四
年
電
気
科
卒
）
よ
り

平
成
二
十
一
年
度
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
記
の
報
告
お
よ
び
提
案
に

つ
い
て
一
括
し
て
審
議
を
行

い
、
総
会
の
承
認
を
得
ま
し

た
。

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
役
員

改
選
に
つ
い
て
は
、
山
下
恭
之

選
考
委
員
長
（
昭
和
二
十
九
年

機
械
科
卒
）
か
ら
選
考
討
議
内

容
の
報
告
が
あ
っ
て
、
次
の
通

り
新
役
員
名
簿
が
提
案
さ
れ
総

会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

新
役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

　

同
窓
会
「
北
辰
会
」
が
健
全

な
活
動
を
維
持
し
て
い
く
礎
は

年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で

す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と

も
会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
母
校
の
発
展
の
た

め
に
努
力
を
重
ね
、
事
務
の
効

率
化
と
経
費
節
減
に
努
め
て
行

く
所
存
で
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の

納
入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
納
入
の
お
願
い

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
の
発

掘
や
若
い
会
員
の
参
加
を
増
や

す
等
に
つ
い
て
、
会
員
皆
様
方

の
お
考
え
・
お
知
恵
を
お
聞
き

す
る
機
会
を
今
以
上
設
け
る
と

共
に
、
北
辰
会
の
情
報
を
広
く

お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
工
夫
を

し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
母
校
へ

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

学
内
で
の
来
校
者
に
対
す
る

挨
拶
や
体
育
大
会
で
の
一
糸
乱

れ
ぬ
演
技
等
、
在
校
生
の
態

度
・
行
動
を
見
て
、
私
自
身
目

頭
が
熱
く
な
る
場
面
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。

　

又
、
母
校
創
立
百
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
実
施
し
、
新
設

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
イ
ン
ス
タ

ン
ド
・
改
修
し
た
北
辰
会
館
・

購
入
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
、

北
辰
会
活
動
の
一
端
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

各
々
卒
業
年
度
は
違
い
ま
す

が
、
倉
工
で
過
ご
し
た
三
年
間

は
一
緒
で
す
。
同
窓
会
を
開
催

す
る
機
会
等
を
利
用
し
て
、
北

辰
会
館
で
昔
話
で
も
し
て
み
ま

せ
ん
か
！

北
辰
会
会
長

森　

一
政

　
　
（
昭
四
十
一
年
電
気
科
卒
）

同
窓
の
絆
を
大
切
に
し

同
窓
の
絆
を
大
切
に
し

　
　

母
校
を
支
援
す
る
北
辰
会
活
動
を

　
　

母
校
を
支
援
す
る
北
辰
会
活
動
を

◆◆  

半
年
間
を
振
り
返
っ
て

半
年
間
を
振
り
返
っ
て

◆◆  

今
後
の
北
辰
会
活
動
に
つ
い
て

今
後
の
北
辰
会
活
動
に
つ
い
て

◆◆  

母
校
へ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か

母
校
へ
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か

二
十
九
年
機
械
科
卒
）
に
代

わ
っ
て
、
会
長
代
行
の
森
一
政

副
会
長
（
昭
和
四
十
一
年
電
気

科
卒
）
が
行
い
ま
し
た
。

　

森
副
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
が
計

画
通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
報
告
し
、
改
め
て
同
窓

生
諸
氏
に
対
し
謝
意
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
山
田
奨
学
会
お
よ

び
科
学
研
究
奨
学
会
に
つ
い
て

は
、
教
育
振
興
基
金
の
中
で
維

持
運
営
す
る
こ
と
で
、
偉
大
な

先
輩
の
遺
志
・
功
績
を
引
き
継

ぐ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
記
念
行
事
に
臨
む
生
徒

諸
君
の
規
律
正
し
い
元
気
は
つ

ら
つ
と
し
た
姿
を
見
て
感
動
し

た
と
の
所
感
を
語
り
ま
し
た
。

　

山
本
久
信
校
長
は
学
校
長
挨

拶
で
、
日
頃
の
母
校
・
後
輩
に

対
す
る
物
心
両
面
に
わ
た
る
支

援
、
そ
し
て
こ
の
た
び
の
記
念

事
業
で
い
た
だ
い
た
格
段
の
支

援
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
た

後
、
学
校
の
状
況
と
し
て
部
活

動
や
「
も
の
づ
く
り
」
活
動
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

会　

長

　

森　

一
政
（
新
任
）

　
（
昭
和
四
十
一
年
電
気
科
卒
）

副
会
長

　

江
角
智
恵
子
（
再
任
）

　
（
昭
和
三
十
八
年
工
化
科
卒
）

　

篭
原　

裕
明
（
新
任
）

　
（
昭
和
四
十
二
年
電
子
科
卒
）

　

小
田　

伯
雄
（
再
任
）

　
（
昭
和
四
十
四
年
機
械
科
卒
）

　

下
田　

豊
一
（
再
任
）

　
（
昭
和
五
十
年
機
械
科
卒
）

　

専
光
寺
広
泰
（
再
任
）

　
（
昭
和
五
十
七
年
工
化
科
卒
）

監
査

　

國
廣　

竹
史
（
再
任
）

　
（
昭
和
三
十
四
年
電
気
科
卒
）

　

岡
田　

豊
実
（
再
任
）

　
（
昭
和
四
十
一
年
電
気
科
卒
）

　

新
役
員
就
任
挨
拶
で
、
森
会

長
は
「
役
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
、
北
辰
会
の
二
つ
の
柱
で
あ

る
同
窓
の
親
睦
と
母
校
支
援
に

全
力
で
取
り
組
む
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

母
校
吹
奏
楽
部
の
伴
奏
で
校

歌
を
斉
唱
し
て
、
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

（1）第 61 号 平成 22 年 12 月 10 日

平
成
二
十
二
年
度
北
辰
会
総
会

創立110周年記念事業報告創立110周年記念事業報告

　

十
一
月
十
三
日
に
昭
和

三
十
六
年
卒
の
皆
さ
ん
が
卒
業

五
十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

記
念
の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

来
賓
に
恩
師
広
瀬
純
一
先
生
、

嶺
勝
敏
先
生
を
始
め
、
母
校
・

山
本
久
信
校
長
、
北
辰
会
・
森

一
政
会
長
、
教
育
振
興
基
金
・

篭
原
裕
明
理
事
長
を
お
招
き
し
、

同
期
生
は
関
東
・
近
畿
・
各
地

か
ら
四
十
四
名
が
参
加
し
て
、

盛
大
か
つ
和
や
か
に
行
わ
れ
、

昔
懐
か
し
い
顔
を
突
き
合
わ
せ
、

再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
同
期
会
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
母
校
後
輩
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
教
育
振
興

基
金
に
対
し
て
、
出
席
者
の
み

な
ら
ず
出
席
で
き
な
か
っ
た
多

数
の
方
々
か
ら
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
四
十
万
円
も
の
多
額

の
浄
財
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

教
育
振
興
基
金
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

教
育
振
興
基
金
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

卒
業
五
十
周
年
記
念

卒
業
五
十
周
年
記
念

昭
和
三
十
六
年
卒
同
期
生
よ
り
四
十
万
円

昭
和
三
十
六
年
卒
同
期
生
よ
り
四
十
万
円

福岡県立小倉工業高等学校

昭和36年卒業50周年記念同期会

とき　平成23年２月６日（日）
　　　開場 13：00　開演 13：30
ところ　 北九州市男女共同参画センター

ムーブ２階ホール　　　　
小倉北区大手町11－４　
（旧厚生年金会館前）

小倉工業高校吹奏楽部
第５回定期演奏会

入場
無料



小倉工業高等学校北辰会会報

ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー

ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー

２
０
１
１
福
岡
大
会

２
０
１
１
福
岡
大
会

　
　

中
村
共
博 

（
子
機
二
年
）

　
《
女
子
》

　

１
０
０
ｍ　

８
位

　
　

梅
田
彩
加 　
（
工
化
二
年
）

　

４
０
０
ｍ
Ｈ　

２
位

　
　

池
田
智
美 

（
工
化
二
年
）

　

砲
丸
投　

３
位

　
　

宮
本
優
香 

（
工
化
二
年
）

　

円
盤
投　

３
位

　
　

宮
本
優
香 

（
工
化
二
年
）

▽
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手

　

権
大
会
（
名
古
屋
）

　
《
男
子
》

　

４
０
０
ｍ
Ｈ　

２
位

　
　

中
村
共
博 
（
子
機
二
年
）

　
《
女
子
》

　

円
盤
投　

７
位

　
　

宮
本
優
香 

（
工
化
二
年
）

▼
全
国
高
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大

　

会
（
つ
く
ば
市
）

　
　

一
号
機　

第
４
位

　
　

二
号
機　

第
16
位

　

ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ

リ
ー
２
０
１
１
福
岡
大
会
が
、

平
成
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日

母
校
・
記
念
館
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
は
８
校
、
マ

イ
コ
ン
カ
ー
の
参
加
台
数
は

六
十
四
台
で
し
た
。

　

マ
イ
コ
ン
カ
ー
は
先
端
に
取

り
付
け
ら
れ
た
セ
ン
サ
ー
で

コ
ー
ス
の
状
況
を
検
知
し
、
そ

れ
を
マ
イ
コ
ン
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
が
ら
自
動
走
行
し
ま

す
。

　

コ
ー
ス
（
一
周
五
十
一
メ
ー

ト
ル
）
に
は
、
カ
ー
ブ
や
坂
道

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
ラ

リ
ー
は
こ
れ
ら
を
周
回
す
る
タ

イ
ム
を
競
う
も
の
で
す
。

〈
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
〉

　

優
勝　

川
辺
裕
也

（
平
成
二
十
年
電
子
機
械
科
卒
）

　
　
　
　
　
　
　

日
産
自
動
車

【 

陸
上
部
】

▽
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

　

会
（
沖
縄
）

　

４
０
０
ｍ
Ｈ　

準
決
勝
へ

　
　

中
村
共
博 

（
子
機
二
年
）

　

４
０
０
ｍ
Ｒ　

準
決
勝
へ

　
　

田
中
源
貴 

（
電
子
二
年
）

　
　

藤
原　

豪 

（
電
気
三
年
）

　
　

座
木
隼
人 

（
工
化
三
年
）

　
　

中
村
海
斗 

（
電
気
一
年
）

▽
全
九
州
高
等
学
校
新
人
陸
上

　

競
技
大
会
（
熊
本
）

　
《
男
子
》

　

４
０
０
ｍ
Ｈ　

１
位

　
　

中
村
共
博 

（
子
機
二
年
）

　

４
０
０
ｍ
Ｒ　

１
位

　
　

乃
木
英
治　

 （
工
化
一
年
）

　
　

田
中
源
貴 

（
電
子
二
年
）

　
　
岡
田
準
一
朗 

（
電
子
二
年
）

学
校
だ
よ
り

　

野
球
部
専

用
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
買
い

替
え
る
に
あ

た
り
、
体
育

後
援
会
よ
り

百
五
十
万
円

を
補
助
い
た
し

ま
し
た
。

　

北
辰
会
体
育
後
援
会
主
催
の

「
部
活
動
関
係
者
を
激
励
す
る

会
」
は
、
今
回
よ
り
「
部
活
動

が
ん
ば
ろ
う
会
」
と
改
称
し
て

活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
が
ん
ば

ろ
う
会
は
八
月
二
十
二
日
（
土

曜
）、
小
倉
飯
店
（
小
倉
北
区
堺

町
一
丁
目
）
に
於
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

部
活
の
Ｏ
Ｂ
を
始
め
、
顧
問

の
先
生
、
現
役
部
員
の
保
護
者

の
方
々
ら
百
六
十
名
余
り
が
一

堂
に
会
し
、
和
や
か
に
母
校
部

活
動
の
活
躍
を
願
っ
て
語
り
合

い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
部
活
対
抗
の

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
や
早
食
い

早
飲
み
競
技
で
は
、
部
活
動
支

援
の
賞
金
獲
得
を
目
指
し
て
競

い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り

も
の
づ
く
り

レ
ス
を
発
散
し
た
よ
う
で
す
。

　

来
年
の
第
十
八
回
大
会
は
、

若
い
人
も
参
加
し
や
す
い
日
程

を
組
み
、
百
四
十
〜
百
五
十
名

位
の
参
加
者
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

　

優
勝

　
　

伊
藤
久
義
（
一
般
）

　

準
優
勝

　
　

斉
藤
英
雄
（
昭
43
電
）

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　

西
尾
竜
太
郎
（
一
般
）
78

【
女
性
の
部
】

　

優
勝

　
　

西
尾
英
子
（
一
般
）

　

準
優
勝

　
　

林　

順
子
（
一
般
）

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　

西
尾
英
子
（
一
般
）
100

部

活

動

部

活

動

体
育
後
援
会

体
育
後
援
会

平
成
21
年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
21
年
５
月
16
日
よ
り
平
成
22
年
５
月
15
日
ま
で
に
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
）

旧
職
員 

岸
野　

正
之

旧
職
員 

矢
野
勝
太
郎

旧
職
員 

樋
口　

静
子

旧
職
員　
　

阿
世
知
武
三
郎

旧
職
員 

杉
本　

千
利

昭
６
年
機 

白
石　

敏
彦

昭
７
年
電 

船
津　

猛
雄

昭
９
年
電 

末
松　

好
信

昭
10
年
電 

大
森　

茂
生

昭
11
年
機 

友
井　

武
彦

昭
11
年
機 

村
上　

正
男

昭
12
年
電 

梅
木　

菅
男

昭
12
年
電 

西
谷　

富
夫

昭
13
年
機 

渡
辺　

勝
登

昭
14
年
機 

河
村　
　

章

昭
14
年
機
２
部 

迫　

九
二
男

昭
16
年
機
２
部 

中
村　

清
視

昭
16
年
電 

梅
野　

儀
政

昭
16
年
機 

小
澤　

英
夫

昭
17
年
機
１
種 

福
島　

啓
介

昭
18
年
機
１
種 

神
屋　

繁
則

昭
18
年
機
２
種 

大
秋　

高
治

昭
20
年
機
１
種 

上
野　

忠
文

昭
20
年
機
３
種 

山
内　

正
次

昭
21
年
機
３
種 

木
下　

松
三

昭
21
年
機
３
種 

高
橋　

博
士

昭
22
年
機
３
種 

鬼
塚　

昭
雄

昭
22
年
機
３
種 

鍬
田　

正
勝

昭
24
年
電 

中
村　

英
興

昭
26
年
機 

小
野　

一
雄

昭
26
年
電 

山
本　

凱
教

昭
26
年
化 

桐
渕　

滋
雄

昭
27
年
電 

石
橋　

良
喜

昭
28
年
機 

山
本　

英
治

昭
29
年
機 

真
矢　
　

繁

昭
29
年
機 

山
田　

冨
泰

昭
30
年
機 

上
森　

順
正

昭
30
年
機 

大
島　

正
司

昭
30
年
電 

湯
瀬　

允
英

昭
31
年
機 

川
内　

弘
昭

昭
31
年
電 

寺
内　

徳
運

昭
31
年
化 

長
久　
　

弘

昭
32
年
機 

進　

健
侍
郞

昭
32
年
電 

高
尾　

徳
一

昭
33
年
機 

松
本　
　

功

昭
37
年
電
通 

竹
本　

次
男

昭
38
年
電
通 

森
本　

勝
正

昭
40
年
電 

田
村　

和
也

昭
41
年
機
工 

田
北　

正
一

昭
42
年
電
子 

井
上　

由
広

昭
46
年
電 

沢
口　

英
昭

昭
53
年
設 

松
本　

譲
二

昭
54
年
電 

竹
馬　

武
彦

平成21年度 北辰会決算書  及び  平成22年度 予算案

費　　目 平成21年４月１日～平成22年３月31日 平成22年度
予　算　額 摘　　要予 算 額 決 算 額 対比増減 摘　　要

収　
　

入

前年度繰越金 694,349 694,349 0 850,425
同 窓 会 費 3,000,000 3,066,450 △ 66,450 1,553件 3,000,000 ＠2,000円×1,500名
新卒者入会金 2,925,000 2,925,000 0 ＠15,000円×195名 0 ＠15,000円×0名
新入生入会金 600,000 600,000 0 ＠3,000円×200名 600,000 ＠3,000円×200名
在校生同窓会費 2,382,000 2,360,500 21,500 ＠500円×12ヶ月×1・2年 3,540,000 ＠500円×12ヶ月×1・2・3年
預 金 利 息 1,000 239 761 福銀普通 239円 75
名簿販売金 90,000 76,500 13,500 17冊 90,000 ＠4,500円×20冊
雑 収 入 7,651 513,500 △ 505,849 総会寄付500,000円含む 19,500
合 計 9,700,000 10,236,538 △ 536,538 8,100,000

支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出

支部還元金 100,000 67,500 32,500 支部活動支援費 80,000 支部活動支援費
組織対策費 300,000 362,199 △ 62,199 組織対策強化費用 350,000 組織活性化・組織強化費
大名簿編集費 1,000,000 1,000,000 0 名簿積立金 1,000,000 平成23年度改訂積立金
体育後援費 1,200,000 1,200,000 0 部活動支援費用、同窓会バス補助 1,200,000 部活動支援費用、同窓会バス補助
事 務 手 当 1,000,000 1,000,000 0 事務局長手当 1,000,000 事務局長手当
人 件 費 1,400,000 1,399,905 95 パート代（交通費含む） 1,400,000 事務局パート代
印 刷 費 250,000 174,787 75,213 印刷機・コピー機リース代・インク代等 180,000 印刷機・コピー機リース代・インク代等
会 報 費 2,000,000 1,340,629 659,371 北辰会報春季号 1,000,000 北辰会報印刷費、発送費
会 議 費 120,000 109,850 10,150 理事評議員会・支部代表者会議 100,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 250,000 171,734 78,266 電話代・領収書葉書代・案内等 170,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅費交通費 300,000 307,000 △7,000 各支部総会出席旅費等 300,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永年勤続表彰費 90,000 90,000 0 ３名 0 学校職員10年勤続者0名
慶 事 費 200,000 151,000 48,500 支部総会祝儀等 150,000 各支部総会祝儀等
産業教育振興会費 5,000 5,000 0 １口 5,000 産業教育等協賛費年会費1口
事務用品代 200,000 62,373 137,627 コピー用紙・PC周辺機器他 100,000 事務局事務用品等
振替手数料 150,000 106,460 43,540 会費振替手数料 110,000 会費振替手数料等
雑 費 80,000 59,366 20,634 茶葉代等 60,000 茶葉代等
事務局運営費 300,000 308,151 △8,151 水道光熱費・家賃・清掃代等 300,000 水道光熱費・事務局清掃代・家賃
予 備 費 725,000 146,390 578,610 ポリッシャー購入　他 565,000
北辰会長表彰費 30,000 23,269 6,731 生徒表彰記念品代 30,000 生徒表彰記念品代
寄 付 0 1,300,000 △1,300,000 基金へ 0
合 計 9,700,000 9,386,113 313,887 8,100,000

次 年 度 繰 越 金 850,425 福銀513,763円　現金336,662円

費　　目 予　算　額 決　算　額 差引残額 備　　　　　考

収　
　

入

前年度繰越金 13,046,452 13,046,452 0 前年度繰越金
同窓会募金
（110周年募金） 2,900,000 7,569,630 4,669,630 110周年募金（体育後援会他）教育振興基金募金
雑 収 入 3,548 3,915 367 預金利息
合 計 15,950,000 20,619,997 4,669,997

支　
　
　
　

出

特別奨学金費 0 0 0

山田奨学会費 370,800 370,800 0 ＠16,650円×２名×６月（前期）
＠14,250円×２名×６月（後期）

科学研究奨学会費 500,000 500,000 0 科学研究奨学会へ

部活動奨励費 500,000 500,000 0 体育部 450,000円
書道部 50,000円

教育研究奨励費 200,000 200,000 0 体育大会用電光掲示板製作研究 200,000円
国際研修費 400,000 0 400,000
管 理 費 200,000 585,134 △ 385,134 振込用紙印刷代　振込手数料
事 務 費 300,000 300,000 0 同窓会館財産使用料

予 備 費 13,479,200 575,000 12,904,200
ロボット競技全国大会・WＲＯ全国大会・陸
上部インターハイ・陸上部国体出場 モニュ
メント製作費

合 計 15,950,000 3,030,934 12,919,066

収入額 － 支出額
20,619,997 円 － 3,030,934 円 ＝ 17,589,063 円（次年度へ繰り越し）

平成21年度　北辰会定期総会決算書（昭和61年度・平成10年度卒当番幹事）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収　

入

総会会員券 1,710,000 ＠ 5,000 円× 342 枚
広 告 料 2,205,000 ＠ 5,000 円× 441 口
雑 収 入 641,314 祝儀130,000円　イベント収入181,000円　前年度準備金279,754円　その他50,560円
合 計 4,556,314

支　

出

総 会 費 2,503,109 総会飲食費、会場・関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 275,272 当番幹事会議費及び反省会費
事務局運営費 1,777,933 運営費467,760円　次年度準備金301,891円　同窓会寄付500,000円　会報送料492,294円　雑費他
合 計 4,556,314

差 引 残 高 0

（単位：円）

　

同
窓
会
小
倉
北
支
部
恒
例

の
「
二
〇
一
〇
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
平
成
二
十
二
年

七
月
二
十
日
午
後
七
時
か
ら
、

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉

（
小
倉
北
区
馬
借
町
）
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
小
倉
北
支
部
お

よ
び
小
倉
南
支
部
な
ら
び
に
篠

崎
会
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
韓
国
か
ら
来
日

さ
れ
た
仁
川
機
械
工
業
高
校

の
韓
基
成
校
長
ら
役
員
・
教

師
、
そ
し
て
同
窓
会
小
倉
北
支

部
・
南
支
部
・
篠
崎
会
の
役
員

ら
同
窓
生
、
同
じ
く
森
一
政
会

長
ら
北
辰
会
役
員
・
支
部
長
そ

の
他
、
学
校
側
か
ら
は
山
本
久

信
校
長
ら
役
員
・
職
員
、
同
じ

く
亀
田
敏
行
会
長
ら
父
母
教
師

会
役
員
、
更
に
来
賓
を
含
め
て

百
六
十
五
名
で
し
た
。

　

催
し
の
司
会
・
進
行
は
、
國

廣
竹
史
氏
（
昭
和
三
十
四
年
電

気
科
卒
）
が
務
め
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
支
部
長
挨
拶
を
小

倉
北
支
部
・
小
屋
敷
憲
治
支
部

長
（
昭
和
四
十
一
年
工
業
化
学

科
卒
）
が
行
い
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
北
辰
会
・
森
一
政

会
長
（
昭
和
四
十
一
年
電
気
科

卒
）
そ
し
て
母
校
・
山
本
久
信

校
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
仁
川
機
械
工
業

高
校
の
韓
校
長
ら
出
席
者
五
名

が
紹
介
さ
れ
た
後
、
代
表
し
て

韓
校
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

て
い
た
福
岡
県
議
会
議
員
な
ら

び
に
北
九
州
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　

宴
は
、
八
起
博
春
氏
（
昭
和

四
十
三
年
機
械
科
卒
）
の
音
頭

で
乾
杯
し
て
始
ま
り
、
歓
談
の

席
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
宴
の
後
半
、
皆
さ

ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
賑

や
か
に
歓
声
の
あ
が
る
中
、
ビ

ン
ゴ
が
成
立
し
た
人
た
ち
が
、

次
々
と
賞
品
を
手
に
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
校
歌
斉
唱
の
後
、
越
智
裕

兒
教
頭
の
発
声
で
万
歳
三
唱
し

て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第
四
十
八
回
技
能
五
輪

第
四
十
八
回
技
能
五
輪

　
　
　

全
国
大
会
（
神
奈
川
）

　
　
　

全
国
大
会
（
神
奈
川
）

部
活
動
が
ん
ば
ろ
う
会

第
十
七
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

　

十
月
四
日
（
月
曜
）
第
十
七

回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

が
、
京
都
郡
み
や
こ
町
勝
山
の

「
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
小

倉
南
コ
ー
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
年
連
続
で
参
加
者
が

百
三
十
名
を
超
え
た
こ
の
大
会

も
、
今
回
は
九
十
二
名
と
減
少

し
ま
し
た
が
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
に
恵
ま
れ
和
気
藹
々
に
楽

し
く
プ
レ
ー
し
、
十
分
に
ス
ト

第 61 号（2）平成 22 年 12 月 10 日

２
０
１
０
サ
マ
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フ
ェ
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テ
ィ
バ
ル

２
０
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マ
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フ
ェ
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テ
ィ
バ
ル

平成21年度　教育振興基金決算書

北辰会では現在、110周年
記念の会員名簿を小野高
速印刷㈱で作成中です。
平成23年２月に発刊する予
定ですが調査及び名簿購
入・広告掲載への御協力を
お願い致します。


